
令和２年度高圧ガス製造保安責任者試験（記述式）の解答例  

（第一種冷凍機械・学識）  

 

【問１の解答例】 
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J① 蒸発器入口の冷媒の比エンタルピーを ( ）とすると、 であり、

冷凍能力 が であるから、蒸発器の冷媒循環量 は

　 　 　 　

  したがって、低段圧縮機吸込み蒸気の密度 ( ）は、 を低段圧縮機吸い込み

  蒸気の比体積とすると
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② 次に、中間冷却器へのバイパス冷媒循環量 は、中間冷却器用膨張弁直後の

　比エンタルピーを ( ） とすると、 であり、以下の式で求められる
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 したがって凝縮器の冷媒循環量 は 
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 また、高段のピストン押しのけ量 は

　

 したがって、高段圧縮機吸込み蒸気の密度 ( ）は、 を高段圧縮機吸い込み

 蒸気の比体積とすると
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③ 低段圧縮機と高段圧縮機の圧縮機駆動の軸動力をそれぞれ 、 とすると

.

　 .

  したがって、総軸動力 は
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【問２の解答例】 
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(1)　

　① 冷媒循環量を 、蒸発器入口（点 ）の冷媒の比エンタルピーを 、

　蒸発器出口（点 ）の冷媒の比エンタルピーを と表すと、冷凍能力 は

  次式で表せる。

( )

　ここで、液ガス熱交換器の熱収支から　  であるので、

　 　は、次式で求められる。
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　また、　膨張弁の条件から である。これらより、冷媒循環量 　は、

　次式で求められる。

　   

　よって、液ガス熱交換器における熱交換量 は、次式で求められる。
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  ② 実際の圧縮機の吐出しガスの比エンタルピーを とすると、次式で求められる。

　　実際の成績係数( ) は、次式で求められる。
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（2） 液ガス熱交換器の主な使用目的  

 

①  蒸発器を出る冷媒蒸気を適度に過熱させることにより、圧縮機が湿り蒸気  

  を吸い込み、湿り圧縮または液圧縮になるのを防止する。  

 

②  高圧液の過冷却度を大きくすることにより液管中でのフラッシュガスの発

生  

を防止する。  



 

【問３の解答例】  
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①  パネル外表面温度 を ℃とすると、外気からの1 当たりの

　侵入熱量 は、　次式で表される。

　　

　 　この式より は
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② 当たりの侵入熱量 が 時の熱通過率は
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 　また、熱通過率 ( ・ ） は、　次式で表される。
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　したがって、パネル芯材の必要厚さ は
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  以上より、パネルの芯材厚さが、 以上であればパネル外表面温度は、

  ℃以上となる。　したがって、パネル芯材厚さは、選択肢の となる。
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【問４の解答例】  

 

(1) 

 

Ｘ１の表す意味： 冷媒１分子あたりの二重結合の数                  

Ｘ２の表す意味： 冷媒１分子あたりの炭素原子の数から１を引いた数  

Ｘ３の表す意味： 冷媒１分子あたりの水素原子の数に１を足した数    

ｘの表す意味 ： 異性体                                          

R 32 の分子式： CH2F2                                         

 

 

(2) 

 

混合冷媒 混合成分 成分比 (mass%) 

R 404A R 125 / R 134a / R 143a 44 / 4 / 52  

R 407C R 32 / R 125 / R 134a 23 / 25 / 52  

R 410A R 32 / R 125 50 / 50  

 

 

(3) 

 

GWP が最も大きいもの        ： R 404A   

モル質量が最も大きいもの       ： R 404A  

臨界温度が最も高いもの        ： R 407C   

標準大気圧における沸点が最も低いもの ： R 410A   

 



 

【問５の解答例】  
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   あるから、設計可能な円筒胴の内径 ( ) は整数値で求めて

    

3.33
mm

3.33
   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下切り捨て）　

 

② 半球形鏡板の腐れしろを考慮した必要板厚 a t mm( ) は 
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　したがって、鏡板の必要厚さ ( ) は、最小板厚としては
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また、上記の解答例以外に、 

SM 400 B は例示基準では  3.0 MPa 超で使用できない旨の解答や例示基準上使

用可能な上限圧力（3.0MPa）以下で計算する解答も可とする。  

なお、設計圧力を  3.0 MPa とした場合、①D i  = 363mm 、② ta = 4mmとな

る。  

 

 


